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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！ 

大
阪
後
縦
靭
帯
骨
化
症 

（
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
）
友
の
会 

会
長 

中
岡 

甫
（
は
じ
め
） 

大
阪
後
縦
靭
帯
骨
化
症(
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ)

友
の
会
の

会
員
、
ご
家
族
、
難
病
連
、
医
療
関
係
者
の
皆
様

に
は
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。 

今
年
の
冬
は
全
国
的
に
寒
く
、
大
阪
を
中
心
と

し
た
近
畿
関
西
地
方
で
も
珍
し
く
降
雪
が
み
ら
れ
、

患
者
の
皆
様
に
は
通
院
な
ど
外
出
の
際
に
ご
負
担

が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
い
た
し
ま
す
。 

岩
崎
前
会
長
の
ご
意
志
を
受
け
継
ぎ
、
今
日
ま

で
役
員
、
会
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
疾
患
の
事
、

難
病
連
な
ど
組
織
の
事
を
含
め
い
ろ
ん
な
事
を

日
々
学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
毎

日
全
国
か
ら
激
励
や
医
療
相
談
の
電
話
を
頂
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

殆
ど
の
方
が
し
び
れ
、
痛
み
を
訴
え
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
個
人
的
に
は
可
能
な
範
囲
で
散
歩
、
温

水
プ
ー
ル
、
軽
い
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
よ

う
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。 

体
を
動
か
す
事
で
筋
肉
の
硬
直
、
萎
縮
も
緩
和

さ
れ
る
で
し
ょ
う
し
、
又
、
気
分
も
良
く
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
楽
し
い
映
画
を
観
た
り
、

た
ま
に
は
お
し
ゃ
れ
を
し
た
り
い
ろ
い
ろ
と
試
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。 

手
術
後
の
経
過
が
思
わ
し
く
な
い
、
今
後
手
術

は
ど
の
病
院
で
し
た
ら

い
い
の
か
、
保
険
は
ど

う
な
る
・
・
・
な
ど
多

岐
に
亘
る
相
談
を
頂
く

の
で
す
が
、
保
険
所
を

中
心
と
し
た
関
係
役
所

に
は
、
も
っ
と
積
極
的

に
難
病
対
策
に
関
わ
っ

て
貰
え
た
ら
と
い
つ
も

思
う
の
で
す
。 

特
に
大
阪
市
は
難
病

対
策
に
つ
い
て
は
全
く

無
策
で
あ
り
、
難
病
連

の
会
館
建
設
は
お
ろ
か

現
存
の
ア
ピ
オ
大
阪
な

ど
の
会
館
も
運
営
廃
止

す
る
な
ど
私
た
ち
が
利

用
で
き
る
集
会
の
場
所

す
ら
有
り
ま
せ
ん
。
他
の
自
治
体
と
比
べ
、
そ
の

支
援
対
策
は
本
当
に
貧
弱
な
も
の
で
す
。 

さ
て
、
３
月
２
３
日
は
寝
屋
川
市
立
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
医
療
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
難
病
連
の
主
催
で
す
が
、
午
後
一
時
十
五

分
か
ら
当
会
の
医
療
相
談
の
時
間
で
す
。
こ
の
日

は
専
門
医(

こ
の
疾
患
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識

を
持
っ
て
い
る
ド
ク
タ
ー)

を
招
請
し
医
療
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
会
員
、
ご
家
族
の
皆

様
に
は
ご
参
加
の
上､

ご
質
問

な
ど
直
接
さ
れ
た
ら
如
何
で

し
ょ
う
か
。
初
め
て
お
目
に
か

か
る
方
も
多
い
と
は
存
じ
ま

す
が
、
皆
様
と
お
会
い
で
き
る

事
を
、
大
変
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
し
ば
ら
く
ご
連
絡
が

な
い
の
で
心
配
に
な
り
電
話

し
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
ご
本
人

は
他
界
さ
れ
て
い
た
り
、
あ
る

い
は
ご
住
所
が
移
転
さ
れ
郵

便
物
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
折

角
皆
様
の
お
役
に
立
と
う
と

し
て
も
連
絡
が
つ
か
な
い
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
会
員
名
簿
の
整

理
を
す
る
関
係
上
、
各
位
の
現

状
ご
報
告
を
頂
き
た
く
別
紙

に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
返
信

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
に
は
お
会
い
す
る
日
ま
で
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。 
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３月２３日（日） 医療相談会のご案内 
NPO 法人大阪難病連・大阪難病相談支援センター・大阪府の主催、寝屋

川市・寝屋川市社会福祉協議会の後援、赤い羽根共同募金支援事業 として、

来る３月２３日（日）、午前１０時１５分から 午後３時３０分まで、寝屋

川市立保険福祉センター５階において学習講演会（同封のパンフレット参照

してください）と難病医療相談会が開催されます。 
当会もこの催しに参加させていただき、午後１時１５分から３時３０分ま

での予定で、医療講演会と医療相談会を開催します。 
少し遠いかと思いますが、ぜひご参加いただけますようお願いします。 
なお、講演・医療相談会の先生は、パンフレットやポスターには大阪南医

療センターの米延策雄先生と記されていますが、実際に講演され、医療相談

に応じてくださる先生は、同病院の 海渡 貴司先生となりましたので、お

詫びして訂正します。 
  
日時： 3 月 23 日（日） 13：15 から 15：30  

場所： 寝屋川市立保健福祉センター 

演題： 後縦靭帯骨化症の治療について 

講師： 独立行政法人国立病院機構 

大阪南医療センター 整形外科 

脊椎外科グループ 医学博士 海渡 貴司（かいと たかし）先生 

 

申し込み： 定員の関係で往復はがきか メールで予約していただきたくお願いし

ます。 

〒５５３－０００６ 大阪市福島区吉野４－２９－２０－２０３ 

        大阪難病連 御中     メール nanren@vesta.ocn.ne.jp 

はがき、メールには以下のことを書いてください 

① 氏名     ② 住所    ③ 病名 （OPLL と書いてください） 

④ 電話番号   ⑤ 参加人数  

⑥ どれに参加するか 

   午前中の学習講演会のみ参加するとき・・・・・・・（１だけ と書く） 

   午後の医療相談会だけに参加するとき・・・（２だけ 相談ニ 

OPLL と書く） 

両方に参加する場合は・・・・・・・（１と ２の相談ニ OPLL 書く） 
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寝屋川市立保健福祉センターへの行き方 

★寝屋川市池田西町 28-22（市立総合センター敷地内） 
★ＴＥＬ：072-824-1181 (市役所代表） 

★京阪電車・寝屋川市駅西口バスターミナルから・・１．５ｋｍ 

バス1番のりば： 4号系統「京阪守口市駅行」に乗車、「市立総合センター東口」また

は次の「市立総合センター前」下車。 

バス 3 番のりば： 3 号系統「京阪守口市駅行」、 11 号系統「太間公園行」、  13 号

系統「京阪古川橋駅行」に乗車、 「市立総合センター東口」下車。

＊「太間公園行」が本数ではもっとも多い路線です。 

 

２００ｍ 
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全国脊柱靭帯骨化症患者連絡協議会誌からの記事の転載 

後縦靭帯骨化症の医療受給者証あるいは軽快者登録証を受けている方の数 
後縦靭帯骨化症の医療受給者証（正式名：特定疾患医療受給者証）および 軽快者

登録証（正式名：特定疾患登録者証）の交付件数は平成 19 年 3 月現在の数値ですが、

以下のようになっているとのことです。 
 年 全国 大阪府 兵庫県 京都府 

H18 23393 1709 733 757 
H19 25024 1823 796 808 

医療受給者証 

増減 1631  114 63 51 
 

軽快者登録証 H19 1986 223 150 66 
      

平成 9 年には医療受給者証の交付は約 1 万 5 千件であり、この 10 年間で約 1 万件増

えたことになるとのことです。男女比はほぼ 2：1 です。 
 
軽快者制度とは 
★ 治療の結果、症状が改善し、経過観察など一定の通院管理下で、著しい制限を受けるこ

となく、就労などを含む日常生活を営むことが出来ると判断されたものを「軽快者」とする。

具体的には下記のすべてを 1 年以上満たした者 

・ 疾患特異的治療が必要ない 
・ 臨床所見が認定基準を満たさず、著しい制限を受けることなく就労などを含む日

常生活を営むことが可能である 
・ 治療を要する臓器合併症等がない 

★ 軽快者には、医療受給者証に代わって、登録者証を交付 

★ 軽快者は公費負担対象者とはならないが、ホームヘルプサービスや日常生活用具など

の福祉サービスは受けることができる 

★ 登録者証の交付を受けたものが、症状の悪化により医療費の公費負担申請を行う場合に

は、登録者証の提示により、提出書類の一部が省略される 

また、医療費の公的負担対象となる適用日については、症状の悪化を医師が確認した日

まで遡ることができる 

 
ご注意 
 主治医が「あなたは症状が良くなったので、受給者証の更新手続きをしても認められない」

といわれ申請しない方がおられるようです。 更新の申請をしない限り登録者症の交付を受け

られませんので、症状が改善された方でも、医師にその旨を説明し、更新の申請をしてくださ

い。 なお、登録者証の有効期限については定められていませんので、登録者証の更新手

続きは必要ありません。 
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私
は
現
在
６
０
歳
で
、
２

０
０
２
年
１
１
月
頃 

頚
椎

（
Ｎ
ｏ
．
Ｃ)

４
番
〜
６
番
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ｌ
発
症
し
、
阪
大
病
院

で
２
０
０
３
年
７
月
手
術
、

現
在
は
日
常
生
活
で
は
特
に

支
障
な
く
過
ご
し
て
い
る
も

の
で
す
。 

発
症
時
手
足
に
痺
れ
が
発

生
、
突
然
予
期
せ
ず
横
断
道

路
渡
る
途
中
で
転
ぶ
な
ど
歩

行
が
不
自
然
と
な
り
、
階
段

を
下
り
る
際
手
す
り
を
持
た

な
い
と
安
定
感
保
て
な
い
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
襟
首
・
手
首

周
り
の
ボ
タ
ン
が
掛
け
ら
れ

な
い
等
の
症
状
に
陥
り
ま
し

た
。
中
規
模
病
院
整
形
外
科

を
訪
れ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
核
磁
器
共

鳴
診
断
）
の
画
像
で
Ｏ
Ｐ
Ｌ

Ｌ
と
い
う
難
病
で
あ
る
こ
と

が
分
り
ま
し
た
。 

私
な
り
の
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
理
解

は
①
殆
ど
生
死
に
無
関
係
の

病
気
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
こ
と
、

②
東
ア
ジ
ア
黄
色
人
種
に
多

い
難
病
で
は
あ
り
ま
す
が
、

日
本
の
整
形
外
科
医
の
方
々

が
前
方
、
後
方
で
様
々
な
手

術
法
を
開
拓
さ
れ
、
６
５
〜

７
０
歳
ま
で
に
は
又
発
症
後

出
来
る
限
り
早
め
に
手
術
に

踏
み
切
れ
ば
軽
快
症
状
に
回

復
し
そ
う
で

あ
る
こ
と
、
③

遺
伝
子
解
析

等
で
原
因
究

明
療
法
開
発

の
一
助
と
は

な
る
も
の
の
、

日
本
内
患
者

数
が
約
５
０
千
人
程
度
で
潜

在
患
者
や
世
界
を
含
め
て
も

さ
ほ
ど
拡
大
し
な
い
こ
と
か

ら
製
薬
業
者
・
研
究
機
関
の

関
心
は
低
く
、
公
的
助
成
支

援
以
外
に
は
原
因
究
明
の
道

筋
は
作
り
に
く
い
こ
と
等
が

判
り
ま
し
た
。 

後
方
除
圧
法
手
術
実
施
を

決
め
、
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
手
術
数
が

多
い
阪
大
病
院
を
目
指
し
、

最
初
の
中
規
模
病
院
医
師
か

ら
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
コ
ピ
ー
取
得
、

そ
の
画
像
コ
ピ
ー
を
近
所
の

整
形
外
科
医
院
へ
持
ち
込
み

阪
大
病
院
宛
紹
介
状
を
初
診

料
＋α

の
み
で
取
得
出
来
ま

し
た
。
手
術
入
院
期
間
２
１

日
間
、
２
３
日
目
に
は
職
場

復
帰
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 術

後
、
痺
れ
の
ほ
と
ん
ど

無
か
っ
た
右
手
の
痺
れ
が
ひ

ど
く
感
じ
た
の
で
、
ス
ワ
手

術
の
失
敗
か
と
や
き
も
き
し

ま
し
た
が
、
医
師
か
ら
数
ヶ

月
で
痺
れ
は
軽
減
す
る
と
の

コ
メ
ン
ト
に
安
心
し
て
い
ま

し
た
。
案
の
定
痺
れ
は
３
ヶ

月
位
で
殆
ど
無
く
な
り
ま
し

た
。 術

後
４
ヶ
月
程
で
歩
行
は

円
滑
と
な
り
、
階
段
下
り
る

際
も
手
す
り
を
持
た
な
く
て

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。（
今

で
も
転
倒
不
安
が
あ
る
の
で

手
す
り
は
持
つ
よ
う
に
心
掛

け
て
は
い
ま
す
が
）
握
力
は

発
症
前
４
０
キ
ロ
が
術
前
１

５
キ
ロ
に
落
ち
て
い
た
の
が
、

半
年
で
５
割
の
２
０
キ
ロ
迄

回
復
、
３
年
後
に
は
２
８
キ

会
員
さ
ん
か
ら
の
寄
稿 

 
私
と
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
と
の
付
き
合
い 

 
 

 
 
 

河
上 

寛
（
ゆ
た
か
） 

7 
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ロ
迄
回
復
、
鉄
棒
の
懸
垂
は

出
来
な
い
も
の
の
、
や
や
重

い
も
の
も
持
ち
上
げ
運
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

２
０
０
７
年
４
月
（
術
後

４
年
３
ヶ
月
）
か
ら
は
Ｏ
Ｐ

Ｌ
Ｌ
患
者
登
録
証
か
ら
軽
快

者
登
録
証
へ
切
り
替
わ
り
ま

し
た
。
現
在
足
首
、
腕
、
手

の
痺
れ
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、

日
常
生
活
へ
の
支
障
は
無
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
手

術
を
し
よ
う
か
し
ま
い
か
迷

っ
て
お
ら
れ
る
方
に
は
日
常

生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
入
院
期
間
が

短
く
身
体
的
負
担
が
比
較
的

少
な
い
後
方
手
術
を
お
奨
め

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｏ
Ｐ

Ｌ
Ｌ
は
早
め
に
手
術
す
れ
ば

症
状
回
復･

軽
減
を
実
感
出

来
る
と
言
う
こ
と
で
す
。 

他
に
述
べ
て
お
き
た
い
こ

と
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
（
人
工

万
能
幹
細
胞
）
を
発
見
し
世

界
の
最
先
端
医
療
を
リ
ー
ド

す
る
立
場
に
躍
り
出
た
京
大

再
生
医
科
学
研
究
所 

山
中

伸
弥
教
授
が
、
実
は
整
形
外

科
医
と
し
て
患
者
か
ら
の
細

胞
再
生
熱
望
を
動
機
と
し
て

大
発
見
に
繋
げ
て
い
ま
す
。 

整
形
外
科
分
野
か
ら
未
来
の

科
学
技
術
の
進
歩
に
繋
が
る

よ
う
な
話
が
生
ま
れ
た
と
言

う
こ
と
で
す
。 

Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
患
者
側
か
ら
も

原
因
究
明
療
法
開
発
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
投
資
の
一
助
に
な
る

よ
う
に
担
当
医
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、

出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
限
ら

れ
た
範
囲
で
は
あ
り
ま
す
が

協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。 

  

  
 
 

鳥取 三朝温泉  米村滋夫（池田友人） 
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私
は
現
在
６
０
歳
で
、
２

０
０
２
年
１
１
月
頃 

頚
椎

（
Ｎ
ｏ
．
Ｃ)

４
番
〜
６
番
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ｌ
発
症
し
、
阪
大
病
院

で
２
０
０
３
年
７
月
手
術
、

現
在
は
日
常
生
活
で
は
特
に

支
障
な
く
過
ご
し
て
い
る
も

の
で
す
。 

発
症
時
手
足
に
痺
れ
が
発

生
、
突
然
予
期
せ
ず
横
断
道

路
渡
る
途
中
で
転
ぶ
な
ど
歩

行
が
不
自
然
と
な
り
、
階
段

を
下
り
る
際
手
す
り
を
持
た

な
い
と
安
定
感
保
て
な
い
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
襟
首
・
手
首

周
り
の
ボ
タ
ン
が
掛
け
ら
れ

な
い
等
の
症
状
に
陥
り
ま
し

た
。
中
規
模
病
院
整
形
外
科

を
訪
れ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
核
磁
器
共

鳴
診
断
）
の
画
像
で
Ｏ
Ｐ
Ｌ

Ｌ
と
い
う
難
病
で
あ
る
こ
と

が
分
り
ま
し
た
。 

私
な
り
の
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
理
解

は
①
殆
ど
生
死
に
無
関
係
の

病
気
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
こ
と
、

②
東
ア
ジ
ア
黄
色
人
種
に
多

い
難
病
で
は
あ
り
ま
す
が
、

日
本
の
整
形
外
科
医
の
方
々

が
前
方
、
後
方
で
様
々
な
手

術
法
を
開
拓
さ
れ
、
６
５
〜

７
０
歳
ま
で
に
は
又
発
症
後

出
来
る
限
り
早
め
に
手
術
に

踏
み
切
れ
ば
軽
快
症
状
に
回

復
し
そ
う
で

あ
る
こ
と
、
③

遺
伝
子
解
析

等
で
原
因
究

明
療
法
開
発

の
一
助
と
は

な
る
も
の
の
、

日
本
内
患
者

数
が
約
５
０
千
人
程
度
で
潜

在
患
者
や
世
界
を
含
め
て
も

さ
ほ
ど
拡
大
し
な
い
こ
と
か

ら
製
薬
業
者
・
研
究
機
関
の

関
心
は
低
く
、
公
的
助
成
支

援
以
外
に
は
原
因
究
明
の
道

筋
は
作
り
に
く
い
こ
と
等
が

判
り
ま
し
た
。 

後
方
除
圧
法
手
術
実
施
を

決
め
、
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
手
術
数
が

多
い
阪
大
病
院
を
目
指
し
、

最
初
の
中
規
模
病
院
医
師
か

ら
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
コ
ピ
ー
取
得
、

そ
の
画
像
コ
ピ
ー
を
近
所
の

整
形
外
科
医
院
へ
持
ち
込
み

阪
大
病
院
宛
紹
介
状
を
初
診

料
＋α

の
み
で
取
得
出
来
ま

し
た
。
手
術
入
院
期
間
２
１

日
間
、
２
３
日
目
に
は
職
場

復
帰
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 術

後
、
痺
れ
の
ほ
と
ん
ど

無
か
っ
た
右
手
の
痺
れ
が
ひ

ど
く
感
じ
た
の
で
、
ス
ワ
手

術
の
失
敗
か
と
や
き
も
き
し

ま
し
た
が
、
医
師
か
ら
数
ヶ

月
で
痺
れ
は
軽
減
す
る
と
の

コ
メ
ン
ト
に
安
心
し
て
い
ま

し
た
。
案
の
定
痺
れ
は
３
ヶ

月
位
で
殆
ど
無
く
な
り
ま
し

た
。 術

後
４
ヶ
月
程
で
歩
行
は

円
滑
と
な
り
、
階
段
下
り
る

際
も
手
す
り
を
持
た
な
く
て

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。（
今

で
も
転
倒
不
安
が
あ
る
の
で

手
す
り
は
持
つ
よ
う
に
心
掛

け
て
は
い
ま
す
が
）
握
力
は

発
症
前
４
０
キ
ロ
が
術
前
１

５
キ
ロ
に
落
ち
て
い
た
の
が
、

半
年
で
５
割
の
２
０
キ
ロ
迄

回
復
、
３
年
後
に
は
２
８
キ

会
員
さ
ん
か
ら
の
寄
稿 

 
私
と
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
と
の
付
き
合
い 

 
 

 
 
 

河
上 

寛
（
ゆ
た
か
） 
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ロ
迄
回
復
、
鉄
棒
の
懸
垂
は

出
来
な
い
も
の
の
、
や
や
重

い
も
の
も
持
ち
上
げ
運
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

２
０
０
７
年
４
月
（
術
後

４
年
３
ヶ
月
）
か
ら
は
Ｏ
Ｐ

Ｌ
Ｌ
患
者
登
録
証
か
ら
軽
快

者
登
録
証
へ
切
り
替
わ
り
ま

し
た
。
現
在
足
首
、
腕
、
手

の
痺
れ
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、

日
常
生
活
へ
の
支
障
は
無
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
手

術
を
し
よ
う
か
し
ま
い
か
迷

っ
て
お
ら
れ
る
方
に
は
日
常

生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
入
院
期
間
が

短
く
身
体
的
負
担
が
比
較
的

少
な
い
後
方
手
術
を
お
奨
め

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｏ
Ｐ

Ｌ
Ｌ
は
早
め
に
手
術
す
れ
ば

症
状
回
復･

軽
減
を
実
感
出

来
る
と
言
う
こ
と
で
す
。 

他
に
述
べ
て
お
き
た
い
こ

と
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
（
人
工

万
能
幹
細
胞
）
を
発
見
し
世

界
の
最
先
端
医
療
を
リ
ー
ド

す
る
立
場
に
躍
り
出
た
京
大

再
生
医
科
学
研
究
所 

山
中

伸
弥
教
授
が
、
実
は
整
形
外

科
医
と
し
て
患
者
か
ら
の
細

胞
再
生
熱
望
を
動
機
と
し
て

大
発
見
に
繋
げ
て
い
ま
す
。 

整
形
外
科
分
野
か
ら
未
来
の

科
学
技
術
の
進
歩
に
繋
が
る

よ
う
な
話
が
生
ま
れ
た
と
言

う
こ
と
で
す
。 

Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
患
者
側
か
ら
も

原
因
究
明
療
法
開
発
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
投
資
の
一
助
に
な
る

よ
う
に
担
当
医
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、

出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
限
ら

れ
た
範
囲
で
は
あ
り
ま
す
が

協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。 

  

  
 
 

鳥取 三朝温泉  米村滋夫（池田友人） 
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杉山清美会長 巻頭言より抜粋 

1 月 11 日、薬害Ｃ型肝炎の被害者救済

のための特別措置法が全会一致で可決成

立した朗報が飛び込んできました・・・ 身を

削るような苦しい戦いを続けてこられた原告

のかたがたを初め関係者の皆さんに敬意を

表したいと思います・・・・ 

平成 20 年度の難病対策政府予算案は

昨年度より 36 億円増しであり、毎年 10 億円

以内であったことからすると画期的なこ

と・・・ 

しかし、増額された 36 億円の内訳は、患

者数の増加に伴う医療費の補助、地方自

治体の超過負担を一部解消するものであり、

対象疾患の拡大とか研究費の増加にはつ

ながらないようです・・・ 

難病問題のすべてについていえることで

すが、患者の目線に立った行政は手をこま

ねいていては実現すべくもありません。Ｃ型

肝炎の例を見るまでもなく、患者自身が声

を大きく、しかも一疾病団体だけでなくすべ

ての患者団体が足並みをそろえて活動を展

開することが求められているといえます。 

皆さんのご活躍とご多幸を祈念いたしま

す。今年も何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

ＪＰＡ活動（日本難病・疾病団体協議会）  

事務局長 土屋義幸氏 の報告より抜粋 

私たちは、難病・慢性病疾患関係の予算

増額と対策の充実を国に求めて、幅広い患

者団体が集まった「患者・家族の声を！全

国代行動」実行委員会です。昨年 12 月に

79 団体が政府交渉や議員要請を行った結

果、今までにない予算の上乗せを実現して

います。難病対策のあり方や新規追加を話

し合う特定疾患対策懇談会が今年3月に開

かれることが予想されます・・・・それら踏まえ、

2 月 17 日、18 日 厚生省への要望、国会要

請行動などを行います。・・・・・中略・・・・・ 

難病の研究予算は、１疾病あたり わずか

に 2000 万円です。・・・ 

難病などの患者団体みんなで、ぜひ行

動をともにしていただきたいと考えています。 

それは、「医療崩壊」を招いた社会保障費

削減のあらしの中で難病事業そのものが危

うくなっているからです。予算の枠を広げる

ために、患者団体がひとつにまとまって世

論に訴えましょう。     

また、診療報酬の改定で難病患者、長期

慢性疾患患者の治療や入院にも制限が加

えられようとしています。後期高齢者医療制

度のスタート前に、誰もがどの機関にでも自

由にかかれるという「フリーアクセス」の原則

が崩され、医療差別が持ち込まれようとして

います。 だれもが安心して治療が受けられ

るよう、予算政府案の組み換えを求めてい

きましょう・・・

健
康
十
訓 

一 
少

肉

多

菜 

二 
少

塩

多

酢 

三 

少

糖

多

果 

四 

少

食

多

歯 

五 

少

衣

多

浴 

六 

少

言

多

行 

七 

少

欲

多

施 

八 

少

憂

多

眠 

九 

少

車

多

歩 

十 

少

怒

多

笑 

全脊柱連（全国脊柱靭帯骨化症患者家族連絡協議会）便り７３号から 



 9 

 



 10 

暑さ寒さも彼岸まで  
（辻本敬順著“仏教名言ノート”より） 

 彼岸の中 日

ちゅうにち

である「春分の日」と「秋分の日」の気温を、京都を例に調べてみ

ました。 春分の日の平均気温はだいたい、最高１３・３度、最低３・４度。

秋分の日は最高２６・７度、最低１８・０度ぐらいだそうです。 春分の日

の最高気温は、秋分の日の最低温度より５度近くも低いのですね。 

 春と秋の彼岸では、これだけの温度差があるのに、どちらも同じように、

ホッとした、なごやかな気分を感じさせてくれます。 

 この 諺
ことわざ

は、猛々
たけだけ

しい残暑も秋の彼岸ともなればめっきり衰え、余寒の厳

しさも春の彼岸のころには薄らぎ、やがて、しのぎやすい季節が来るよ、と

囁
ささや

きます。 冷暖房完備の生活では、味わえない風情
ふ ぜ い

ですね。 

 彼岸会
え

は春・秋分の日を中日として七日間勤められる、日本独自の仏事で

す。 聖徳太子
しょうとくたいし

の頃から始まったようですが、平安初期から朝廷で行なわれ、

江戸時代には庶民の間で年中行事となりました。この諺も寛政年間に編纂
へんさん

さ

れた辞書『諺苑
げんえん

』にあるものです。 

 「毎年よ 彼岸の入
いり

に寒いのは」  正岡
まさおか

子規
し き

の名句です。 

この句には、「母の 詞
ことば

自
おのずか

ら句となりて」という前書きがありますから、

「彼岸だというのに寒いなあ」に対するお母さんの答えでしょう。いい雰囲

気ですね。 

彼岸になごやかさを感じるのは、厳しい暑さや寒さからの解放とともに、

西へ帰る太陽を見て、安らぎを感じるからでしょうか。 

彼岸の中日には、太陽は真西
ま に し

に沈みます。 

お浄土は真西にあると聞きました。         滝野信隆 転記 
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この会報誌やパソコンのブログへの投稿をお願いします 
パソコンよりも会報誌が重要だと考えています。 パソコンを触りたくても触れない方もいら

っしゃると思います。 パソコンどころでは無い方がいらっしゃると思います。 会合や講演会

に参加したくても参加できない方がいらっしゃると思います。 そんな方は、他の方の生活ぶ

りや、体験を参考にして工夫される方もいらっしゃると思います。 会報誌は同じような病を抱

えたか方同士の情報交換の手段になると考えています。  どんなことでも結構です。会報

誌への投稿お願いします。 体験談、どのようにして毎日を暮らしているか、どのようなことに

気をつけているか、どのようにしてつらさを乗り越えているか、リハビリはどうしているか、日ご

ろの雑感、趣味関係、俳句、短歌、詩、さし絵、書、写真、簡単だがおいしいものの作り方、

など など お願いしたいです。 

ワープロでも手書きでも結構です。事務局（住吉区苅田）のほうへ送っていただければあり

がたいです。お問い合わせは広報担当の池田（080-1443-5229）でも結構です。 

編
集
後
記 

 

年
が
明
け
た
と
思
っ
た
ら
、
も
う
２
月

も
中
旬
。
２
月
は
逃
げ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
本
当
に
時
間
が
た
つ
の
が
早
い
。

大
阪
の
知
事
が
変
わ
っ
た
が
、
我
々
に
対

す
る
施
策
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
？ 

き

っ
ち
り
働
き
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
。 

こ
の
会
報
誌
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
（
新

年
号
）
と
し
て
、
年
４
回
は
発
行
し
て
い

き
た
い
。
そ
れ
も
で
き
る
だ
け
会
員
の
皆

さ
ん
に
有
益
な
情
報
を
掲
載
し
て
。
今
回

は
３
月
２
３
日
の
会
合
の
案
内
を
兼
ね

て
い
る
の
で
、
３
月
１
日
発
行
と
な
っ

た
。 

ま
た
、
会
員
さ
ん
の
現
状
を
把
握

し
て
会
員
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
会
員
さ
ん
の
現
況

の
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

た
。 今

回
特
筆
す
べ
き
は
、
会
員
さ
ん
か
ら

の
寄
稿
で
あ
る
。
東
京
か
ら
戻
ら
れ
た
河

上
氏
が
入
会
に
際
し
、
我
々
の
依
頼
を
快

く
受
け
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
体
験
談
を

寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。
手
術
を
迷
っ
て

お
ら
れ
る
方
に
大
変
参
考
に
な
る
と
思

う
。
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。
Ｍ
．
Ｉ
． 

会員番号をつけさせていただきました。ご了承お願いします。 
問い合わせ、連絡などしやすいように、会員の方に固有の会員番号をつけさせていただ

きました。 たとえば、大北 012 といえば 大阪北部にお住まいの 012 番の方という意味で

す。 封筒の表に印刷してあります。 あしからずご了承お願いします。 

 

パソコンのブログ（http://blog.canpan.info/osakaopll/）も見てください 
インターネット上にブログと称する情報提供の場を設けています。インターネットに接続したパソコンを

お持ちの方は、ぜひこのブログも参照して下さい。 これからパソコンをやろうという方、少しのことであれ

ばサポートできるかもしれませんので、問い合わせてください。 

右の現状記入シート、お手数ですが、記入して送ってください。 
岩崎会長さんが突然お亡くなりになった関係で、従来の会員さんの状況の把握に苦し

んでいます。大変申し訳ありませんが、右の表をコピーするなり、切り取るなりして、記入し

てお送りいただきたくお願いします。 内容の秘密は厳守します。送料は御負担いただき

たくお願い申し上げます。期日は３月２０日くらいまでにお願いします。 

 



平成２０年 月 日

お願い：　誠にお手数ですが、この用紙に記入して、事務局まで送付お願いします。

大阪後縦靭帯骨化症友の会(大阪OPLL友の会）会員現状記入シート

ふりがな 会員番号（記入不要）

1 男 2 女 平成２０年３月１日現在の年齢　　　　　　　　才

1 明治 2 大正 3 昭和 4 平成 年 月　　　　日

1 患者本人 2 家族 3 賛助会員

き

〒　　　　

り

ファックス

と 携帯電話

り

病名 (〇をつける）　　頚椎 胸椎 腰椎 後縦靭帯骨化症 黄色靭帯骨化症

せ 何番目の骨に症状があると聞いておられますか？ 前縦靭帯骨化症

靭帯骨化症で現在かかっている病院名　

ん ① 市 病院 科 先生

② 市 病院 科 先生

手術　　未 予定　　(　　　年　　　月　　　　　先生） 実施済み(　　　年　　　月　　　　　先生）

現在の状況など

骨化症以外の病気（できれば）

□当会のブログを見ることができる。　　□投稿できる。　　□会を手伝うことができる

この機会に退会したい方は、その旨記入してください。

ただし、在籍中の年会費を支払っていただきたくお願いします。

E-メール

氏　名　

性　別

生年月日

区分

郵便番号

住　所

電話番号
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発行所 大阪身体障害者団体定期刊行物協会 

〒565-0844 吹田市千里山西6-27-2 

年会費に含まれています 

定価 100円 

編集   大阪後縦靭帯骨化症友の会 （略称 大阪 OPLL 友の会） 

事務局        〒558-0011 大阪市住吉区苅田 6-17-8  中岡 甫  

℡/FAX ０６－６６９７－６２５６ 

会長･事務局・会計    中岡 甫   ℡ 06-6697-6256   

副会長・広報担当  池田正孝   ℡ 080-1443-5229 

会のメールアドレス      osakaopll@nifmail.jp 

医療相談･資料請求等はできれば、FAX、郵便あるいはメールでお願いできればと思います。 

無理な場合は上記の電話にお願いします。 

年会費納入のお願い 

平成 19 年度の会費が未納入の方がいらっしゃいます。平成 20 年度の会費と同時でも

良いですから、必ず 下記の振込先に振り込んでいただきますよう お願いします。  

年会費をいただかないと、会の運営が大変です。 会を頼りにされている方も多くいらっし

ゃいます。 振込み用紙（払込取扱票）を本会報誌に入れていますので、それを使って振り

込んでいただくようお願いします。  

年会費は 3600 円です。期間は 4 月から翌年 3 月です。途中入会の方は月割です。 

      郵便振込み口座記号番号 ００９４０－８－３９４５７ 

 

 なお、今回、退会を希望される方は、在籍中の未納会費を払っていただいた上、お手数

でも文書で退会手続きをしていただくよう お願いします。 

 すでに会費等入金していただいている方にも 振込用紙を同封しています。その場合は

誠に申し訳ありませんが、お許しいただきたくお願い申しあげます。 

 特別な事情により会費の納入が困難な方は、その旨、ご連絡ください。 

前回６であるべきを９

としておりました。お

詫びして訂正します。 


